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1.　　はじめに

　本工事は、高度経済成長期に集中投資して舗設された道路の

老朽化に伴い舗装を打ちかえる工事です。

　またトータルコストを縮減させる長寿命化舗装で従来の

舗装構成よりも厚く強い舗装構成となっています。

2.　　工事概要

工事名　　 ：　平成25年度　[第24-I8622-01号]（一）中方千浜線防災

　  ・安全交付金（県道長寿命化舗装）工事（舗装打換工）

工事箇所 ：　掛川市　岩滑　地内

工期 ：　平成25年6月18日～平成25年10月31日

発注者 ：　静岡県袋井土木事務所

工事内容 ：　舗装工　Ｌ＝746ｍ

　　上層路盤工・瀝青安定処理　5000㎡

　　基層・粗粒度Ａｓ（20）ｔ＝5㎝　2070㎡

　　基層・粗粒度Ａｓ（20）ｔ＝6㎝　2920㎡

　　表層・密粒度Ａｓ（20）　 5000㎡

　　区画線工　1式

　　路面切削工　5000㎡
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3.　　舗装構成、施工サイクル検討

・検討内容 　舗装構成の変更 表層工ｔ＝50㎜ 　表層工ｔ＝50㎜

基層工ｔ＝50㎜ 　基層工ｔ＝60㎜

加熱瀝青安定処理ｔ＝120㎜ 　加熱瀝青安定処理ｔ＝120㎜

・理由 　加熱瀝青安定処理の厚さを12㎝から10㎝に変更することにより、舗設を2層から1層で施工することが

可能になる。また瀝青安定処理の厚さを10㎝にすることによりＴＡ19以上にさせるため、基層の厚さを

6㎝にすることによりＴＡ19を得ることができる。

　



4.　　施工方法、日施工サイクルの検討

・検討内容 　舗装版取り壊し及び掘削・残土積み込みがバックホウでの施工になっているが、路面切削機に

よる取り壊し・積み込みでの施工としたい。

・理由 　切削機械を使用する事により、施工能力がバックホウに比べ施工面積が3倍程度になる為、

規制時間や規制期間を短縮することができ、交通環境にたいする影響を少なくすることができる。

　舗装構成、施工サイクル、施工方法の検討結果

　施工日数を大幅に短縮でき、交通環境、工程への影響日数を短縮できた。



5.　　創意・工夫

（1） 　工事看板を設置する際、施工箇所が路肩が狭く普通の看板では交通に支障がでるため、工事看板を

スリム看板を設置し、一般車両、歩行者の妨害にならないように工夫を行った。

結果、事故なく施工をおえることができた。

（2） 　施工時期が8月と真夏のため、熱中症対策として熱中症チェックシートを作成し朝、職長が作業員の

体調管理をチェックシートにて行い、声かけにより熱中症を防いだ。

　また、現場には熱中症掲示板を設け、どうすれば熱中症が防げるか毎朝確認を行った。

6.　　おわりに

　この工事で担当監督員と様々な検討、協議を行ってから工事に入りましたが、施工が真夏とゆうこともあり、

日施工サイクルを検討することにより、1日の施工終了時間を16時に設定し、1時間合材を冷まし17時に

交通開放ができるよう検討してきました。

　結果、苦情ゼロで舗装の品質も満足できる施工ができました。

また地元の区長をはじめ、施工箇所の近隣のかたともコミュニケーションがとれよかったと思います。
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